
 

 

無線の仲間たち 
 

 

富士市アマチュア無線非常通信協力会設立２０周年記念誌 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

    

 

 

 

富士市政５０周年記念局 

８J２FUJI運用風景 

平成２８年 7月 

富士市役所屋上にて 



 

 

 

  



 

 

 

 

 ごあいさつ 
会長 JR2IIC 西村密雄 

 

富士市アマチュア無線非常通信協力会設立２０周年に当たり、一言ご挨拶させていた

だきます。 

会員各位におかれましては日頃からアマ無線協力会の活動に多大なるご理解とご協

力をいただき、まことに有難うございます。また、この２０年間を支えてくださいました市の

事務局、顧問各位につきましては、心より感謝申し上げます。 

 

さて、当協力会は平成８年１０月に、阪神淡路大震災を機に、初代会長ＪＡ２ＡＰＮ（高澤

氏）のもとに、総勢１８０局余の会員でスタートいたしました。 

以来 心配された東海地震が発生することもなく現在を迎えていますが、全国に目を向

ければ平成１６年の新潟県中越地震、平成２３年の東日本大震災、本年 4 月の熊本地震

と次々と災害が発生し、国、行政は、被害者の救出、救援、被災地の復興など弛まぬ努

力を余儀なくされています。また、地震以外にも火山の噴火、台風、大雨による洪水、土

砂崩れなど災害の発生は、毎年途切れることはありません。 

 

会員各位におかれましては、自分の身の安全を守る数々の訓練、講習会、研修会に参

加して、日々成長スパイラルＵＰに励んでいただきたいところであります。（無線通信訓練

などはそのものであります。） 

今後も絶やすことなく、自分自身の命を守り、被害に会わない、減災を目標に活動を続

けようではありませんか。 

これまでの活動記録を振り返り 皆さん自身のアマチュア無線技士の特技を生かす活

動に更なるご協力をお願い致します。 
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１ 昭和３０年代ごろの富士地域のアマチュア無線 

                                   相談役 ＪＡ２ＡＰＮ 高澤勝彦 

 

昭和 33 年までは、アマチュア無線には 1 級と 2 級しかなく、電信は 1 級のみに許可され

ていた。 33 年の国会で電信級・電話級という資格制度が出来、翌 34 年の 4 月に初めて

の電信電話級の国家試験が行われました。それまでの 2 級の資格者は 5 年以内に電信の

試験に合格すれば新 2 級の資格を与えるという移行制度があり、富士市ではＪＡ２ＮＱ，ＪＡ

２ＰＹ，ＪＡ２ＴＪ，ＪＡ２ＡＡＫ，ＪＡ２ＡＬＤ局が該当者でした。 

 

昭和 34 年 4 月の 1 回目の電話級の国試には、ＪＡ２ＡＯＯ，ＪＡ２ＡＰＮ，ＪＡ２ＡＱＡの 3

名が富士市から受験し資格を得ました。昭和３５-６年、旧 2 アマの方は当時富士市で唯一

のプロ 1 級通信士であるＪＡ２ＡＬＺ(望月氏)の家に伺い CW を教えて頂きました。ＪＡ２ＡＰＮ

も電信級を受けたいと言って一緒に CW を覚えたものです。 

当時の試験は、どの資格でも記述式であり、２級以上は予備試験(無線工学の基礎)に

合格しないと本試験や CW の実技試験に進むことが出来ませんでした。実はＪＡ２APN は

電信級と２級を同時受験したのですが、皆には電信級と言っていたのに実技試験では旧２

級の方と同時だったので、同時受験がバレてしまい”うそつき”といって罵られたことを思い

出します。 

 

当時の使用できる周波数は、電信電話級は８Mc 以下５０Mc 以上の 10W でした。アマ無

線の下限周波数が 3.5Mc だったので初級局は 3.5Mc と 7Mc が入門バンドで、少したってか

ら 50Mc と 144Mc の免許を受けたものです。 

免許を受けるといっても今と違い準備として半径 50m の地図を描き、無線機の系統図、

受信機の系統図やアンテナの形式図、又、発振方式や変調方式まで申請書に記入し、予

備免許が与えられ試験電波を出し、出力 1W でも落成検査があって名古屋の電波監理局

から検査に来たものです。 

 

写真は昭和３４年に免許された移動局の免許状で当時は固定局と移動局では免許状の
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形式が異なっており、固定局は B4 版のものでした。免許状を良く見ると発振方式とか変調

方式なども免許状に記載されていることが分かります。このころは、同時に電波の発射が

可能な無線機があると出力に関係なく複数の局免許を取得しなければなりませんでした。 

 

吉原・富士・鷹岡が合併する前の昭和３６年～３７年頃だと記憶していますが、この協力

会の相談役をお願いしていたＪＡ２ＰＹ(伊東氏)が中心となり富士アマチュア無線クラブ(ＦＡ

ＲＣ)を設立し、今で言うロールコールやＪＡ２ＡＬＺ(望月氏)の三輪自動車に無線機を積み、

市内各地や松野村に出掛け、移動運用をしたことを思い出します。 

 

当時は、市販の無線機はアメリカ製のものしか市販されておらず、製作が出来ないと電

波を出すことが出来ない時代でした。多数の局が送信機は８０７シングルで、プレートスクリ

ーン同時変調、受信機はケンウッドの全身である春日電気から発売されていたコイルパッ

クを利用した高１中２(高周波増幅１段・中間周波増幅２段)で、中には５球スーパーや０Ｖ１

(高周波増幅無し、検波後の低周波増幅１段)という設備でＱＳＯを楽しんでいる人もいまし

た。 

 

昭和３４-５年当時は大晦日には年越しロールコールが恒例で、１人１０分送信しても１周

するのに１時間程度かかるので、私のように途中で寝てしまったり、なかなか回って来ない

ので子供を風呂に入れていたよというメンバーもいた、のんびりした時代でした。 

アワードも数は多くなく、国内ではＪＡＲＬのＡＬＬ-ＪＡ(全エリア)や、ＷＡＪＡ(全都道府県)・

ＪＣＣ（市）１００・２００～などで、今は存在していないと思いますがＹＬ１０局賞などもありま

した。 

 

昭和４０年以前の無線は悪用されることが懸念され、あるとき警察の方が我が家に来ら

れ、富士地区の免許所有者を教えてくれと言われ、警察の監視下にあることを知りました。 

どうしてと聞いたところＦＡＲＣの中に１名警官がおり、高澤のところに行けば分かるはず

だということでした。 この頃のアマ無線は『趣味の王様』とも言われ、日本の伸び盛りの始

まりだったので局数も急激に多くなりました。はっきりした記録はありませんが昭和４０年こ

ろの富士市には６０～７０局程度の方が免許を受けていたものと思われます。 
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２ 非常通信協力会発足前夜・・・富士市議会での質問と市長答弁 

副会長 JA2GDK 中村増美 

 

 ＣＱ誌２０１４年１月号に、「大規模災害に備えるアマチュア無線」というタイトルの記事が掲載され、

ＪR３ＱＨＱ 田中透氏が、平成７年（１９９５年）１月１７日に起きた阪神・淡路大震災のときのアマチ

ュア無線家の様子を次のように述べています。 

 

“情報を持ちながら運用できる状態でも、それを「誰」に「どこ」に伝えればよいかまったく見当もつ

かなかったと、被災地の無線家から聞いています” 

“想定外の災害にアマチュア無線家たちのほとんどが、行動を起こせなかったのです。これが阪

神・淡路大震災発生直後の状況です” 

 

もし、今日、私たちの非常通信協力会が結成されていなかったなら、富士地区のアマチュア無線

家たちは、今もって田中氏の述べるような状況に置かれてしまうのではないでしょうか。 

非常通信協力会は、市民と行政のコラボレーションにより結成されました。そのきっかけの一つ

に富士市議会における議員質問と市長答弁があります。 

当協力会の２０年間の活動を振り返るこの機会に、当時の歴史を紐解いてみました。 

 

 

平成８年３月７日（木）富士市議会２月定例会会議録 

 

佐野喜貞議員の質問から関連部分を抜粋 

 阪神・淡路大震災直後の行政の情報収集能力は大変貧弱であったと思いました。適切な

初動態勢をとるには、どれだけ正確な推定情報を組み立てられるかが決め手となるといった

教訓からアクション項目３に、被災状況の把握と初期情報の収集、伝達する体制の確立を

図る必要があるとして、見直しの方向としてアマチュア無線体制の強化確立とあります。 

 既に我が富士市には災害時における情報伝達をアマチュア無線により確保し、行政機関

と連携をとり、またサポートして、多くの人命、財産を守るために協力しようという富士市レピ

ーター防災無線ボランティア会が発足しております。この会は、既に警察とはネットワークを

結んでおります。 

 富士市にその受け皿があれば、すぐにでもできるはずです。情報収集伝達という言葉がお

題目で終わることのないように、早急にコンタクトをとり、ネットワークを結ぶべきだと思いま

す。 

 地震対策は、机上のマニュアルだけでは何の価値もございません。具体的に推進すること

により初めて価値が出てくることと思います。昨晩も山梨県を震源地としたマグニチュード５．

８、当市でも震度４の地震があり、いつ起こるかわからない東海沖地震に備えて早急に事業

所の組織化を図り、自主防災組織に組み入れることと、アマチュア無線の対応について市

長にご答弁をお願いいたします。 
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鈴木清見市長の答弁 

 アマチュア無線体制の強化確立につきましては、阪神・淡路大震災の教訓から一刻も早い

情報収集伝達の有効な手段として認識されたことは周知のとおりでございます。 

 昨年４月、地域防災計画の見直しに着手しましたが、これまで本計画に位置づけがされて

いなかったアマチュア無線については、今回の見直しの中で確固たる位置づけをいたしてま

いりました。 

市では災害対策本部の防災行政無線を補完することを目的として、昭和５５年からいち早く

本部班、地区班に市アマチュア無線クラブの職員をアマチュア無線担当として配置してまい

りました。 

現在は２１地区班のうち、３地区については未配置でありますが、新年度には全地区に配

置が完了する予定でございます。 

 また、これと並行して市内のアマチュア無線愛好家を広く募り、災害情報の提供、連絡を目

的とした（仮称）富士市アマチュア無線非常通信協力会を発足させていただき、市の災害対

策本部との有機的なネットワーク化を図ってまいりたいと考えております。そのためには、議

員もご案内の昨年１０月に６５名の会員をもって結成された富士市レピーター防災無線通信

ボランティア会、この協力を強く要請してまいりたい、かように思っております。 

 

佐野議員の二度目の質問 

アマチュア無線のことでございますけれども、確かに今回、平成８年度の予算の中にも防

災無線２億２０００万をかけて行うということで予算化がされておるわけでございます。 

私は、これは非常に大事なことだなと思うわけでございますけれども、先ほど申しましたよ

うに、阪神・淡路大震災におきましても、被害が及ばなかった地域と被災地との間で、アマチ

ュア無線家が交信いたしまして、被災状況を日本赤十字社に伝えるなど情報伝達に協力し

た成果も上げられているということがあるわけでございます。そういった面でアマチュア無線

のボランティア体制が確立されるということは、防災対応の充実につながると思うわけでござ

います。 

 そういった関係で、市長がこの辺につきましては、積極的に取り組んでくれているような答

弁がございました。確かに今、私もちょっと聞きましたら、桑崎の地域は、このアマチュア無

線というものが非常に大事だなということで、何かマニュアルづくりの検討を始めるというよう

な本当に非常時のアマチュア無線の活用に非常に関心が高まった。そういう中で、アマチュ

ア無線の資格を取ろうよというような声も上がっているようでございます。 

 特に富士市には私の記憶の中では、アマチュア無線技士資格を取っているものは、５０００

人を下らないじゃなかろうかと思います。特に５０００人が取っておりましても、実際にアマチ

ュア無線局を開局している方は減るわけでございますけれども、３０００人はいるんじゃなか

ろうかな。実際に開局して交信している局長さんは、そのくらいいらっしゃるんじゃなかろうか

と思います。この３０００人を本当にフルに活用したならば、私は、非常にすばらしい非常時

に対しての情報伝達収集ができるんじゃなかろうか、このように思うわけでございますので、

これにつきましては、積極的に取り組んでいただきたいということだけの要望にしていただき

ます。 
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３ 東日本大震災 災害ボランティア支援活動のあらまし 

                                      理事 ＪＥ２ＡＶＵ 浅場幸夫 

 

（１）  支援活動の日程 

派遣期間 ： 平成 23 年 7 月 15 日（金） ～ 18 日（月） 

派遣場所 ： 岩手県下閉伊郡山田町  山田町災害ボランティアセンター 

支援内容 ： 山田町災害ボランティアセンターの活動支援 

         他市町村の被害状況の把握及びボランティア活動 

派遣ボランティア ： １９名  （内 社協職員 ２名 市職員 １名） 

日程 ： １５日（金） ０５：２５ フィランセ出発 （東名富士 IC → 首都高速 →  

１０：４５ 東北自動車道 → 鏡石Ｐ（福島） → １２：３５ 東北自動車道 泉Ｐ（宮城） 

→ 東北自動車道東和 IC → 遠野市、釜石市、大槌町経由 →  山田町 １８：１０ 

    １６日（土） ボランティア支援活動  ０９：００ ～ １５：３０ 

    １７日（日） ボランティア支援活動  ０９：００ ～ １５：３０ 

    １８日（月） ０８：３０ 山田町出発 → （他市町村現状把握） → フィランセ到着 ２１：００ 

 

（２） 山田町へ出発 

   平成２３年７月１５日(金） 

早朝、０５：００フィランセに集合し、０５：２５分一路山田町を目指し、東名富士インターか

ら首都高速、東北道と何回かの休憩を取りながら順調に目的地近くまで進んだ。東北道を

降り、遠野市、釜石駅付近までは我々がテレビで見たあの悲惨な光景は目にすることが無

かった。 

しかし、釜石駅を過ぎ、車窓の景色は一変、我々は言葉を失った。何もかもすべて飲み

込んでしまったあの津波の恐ろしさ、迫り来る津波の中、必死に高台に避難した人々の恐

怖は、我々の想像を絶する物があったと皆が感じた一瞬であった。バスは大槌町を経由し

て目的地、山田町に

向かったが、目に飛

び込んで来るのは瓦

礫の山、所々に点在

する津波の破壊力を

感じさせる建物くらい

で、そこに人影は全

く無かった。そんな

中ほぼ定刻、我々は

山田町災害ボランテ

ィアセンターに到着

した。 

 

 ボランティアに参加した皆さん 
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（３） 山田町の震災による被害状況 

平成 23 年 3 月 11 日 14 時 46 分頃に三陸沖を震源として発生した東北地方太平洋

沖地震（マグニチュード 9.0）により、山田町では震度５弱が観測され、15時22分頃には山

田湾に津波が到達した。津波の推定高さは 8～10m、遡上高は最大 25m にまで及んだ。

（下図東日本大震災(H23)参照） 

地震発生後、山田地区では大規模な火災が広がった。がれきによって道路が寸断され、

地震の影響で水道も停止したため、消火活動が十分に行えないまま、陸中山田駅を中心

とする市街地は広範囲にわたって焼失した。 

 

津波による山田町の浸水範囲 

※出典：東日本大震災の浸水エリア…山田町資料 チリ地震、昭和三陸地震の浸水エリア…岩手県資料 
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左写真は釜石駅前のロータ

リー 

 

ここは津波による被害は見ら

れなかった。 

見えている建物は新日本製

鐵釜石工場。工場の空き地

に瓦礫が山積みされていた。 

写真向かって左端 瓦礫が

少し見えている。 

 

 

 

 

バスの車中からの被災現場の

様子、まだまだ片付けが進んで

いない 

乗用車が見えているが、これらの

乗用車は持ち主を探し,持ち主の

許可を得ないと処分する事が出

来ないと言うことだった。 

目印なのか、車に〇の付いてい

る物やＸが付いたのが点在してい

た。 

 

 

（４） ボランティア活動を開始 

 平成２３年７月１６日(土） 

午前９時 災害ボランティ

アセンター出発。山田町田

の浜地区に向かう 

瓦礫撤去作業に必要と思

われる道具を調達し、現場

に向かうところ。 

スコップ何本、ツルハシ何

本とかチェック。返すときも 

同じようにチェックをしてい

た。 
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瓦礫を袋詰めする。 

見る見る間に袋の山が出来

ていった。 

夏場の作業のため、何班か

に分けて交代で２０分に１回、

休憩を取りながら作業をし

た。 

このあたりは火災で焼けた家

が多く瓦礫の処理に苦労をし

た。 

 

 

 

（５） 現地のアマチュア無線家との出会い 

撤去作業をしているのを見て、山田町の職員だという方が見え、震災当日の話を聞かせ

てくれた。よくよく聞いてみたらその方は山田町の生涯学習課長の菊池氏（ＪＭ７ＣＮＮ）と

言うことが判明、山田町にもアマチュア無線クラブが有りメンバーは４０人ほどで毎年９月 

１日には非常訓練をしているとのことであった。  

そこで今回参加しているメンバーに富士市アマチュア無線非常通信協力会の会員が４

名いることを伝え、震災の時のアマチュア無線の活躍は新聞で承知しているので詳しい状

況を是非伺いたい。又メンバーの中に佐藤副町長（ＪＭ７ＣＪＢ）と交信した人もいると伝え

ると、菊池氏はすぐに携帯で佐藤副町長と連絡を取ってくれ、何と公務多忙にもかかわら

ず予定を変更してこちらに来てくれるとの返事、これこそアマチュア無線を趣味とする者同

士の成せる技と一同感激した。しばらくして佐藤副町長、総務課長が見え当時の話を聞か

せてくれた。 

田の浜地区は震災の津波で約６割の家屋が全半壊、隣接地区に繋がる国道４５号線へ

のアクセス道路は崩壊し電話や携帯もつながらなくなり、追い打ちを掛けたのが森林火災。

震災が襲った３月１１日の夜、高台の元ホテルに避難していた１０９人の住民は迫り来る火

勢におびえながら救助を待っていた。 

３月１１日 １７：００ 佐藤副町長が山崎氏（ＪＨ２ＮＬＦ／ＭＭ）と交信が出来、船上から

の田の浜地区の様子が伝えられた。 

３月１２日(土) ０３：３７分 漁協職員で消防団員の浦川氏（ＪＭ７ＰＩＯ）と役場の対策本

部にいた佐藤副町長と交信が出来、現場の状況を把握、町は自衛隊に救助を要請、無事

109 人の住民を救助した。 
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ボランティアセンターでのミ

ーティング風景 

ここで宿泊、１人専有面積

は畳一畳分、ハエの多さと

蚊に悩まされた。  

体はシャワー又は自衛隊

の風呂で流した。  

食事は高台(歩いて１５分

～２０分）に有るスーパー

で調達した。 

 

 

 

（６） 避難所の状況等 

  平成２３年７月１７日(日） 

午前９時 瓦礫の除去、情報収集と２班に分かれボランティアセンターを出発。 

情報収集班は山田町エリアの避難場所等を回り、避難場所、仮設住宅などの状況の確

認を行うため、先ず山田高校の避難場所に向かった。 

体育館が避難場所となっており、７７世帯、１７１名の方が避難生活をしていた。居住ス

ペースは背の低い仕切りがあるのみでプライバシーを云々する様な状態では無かった。 

郵便ポスト、テレビ、災害本部からの伝言板、新聞、書籍などがあった。 

２～３人の方に話を聞くことが出来たが、避難当初は水とトイレが一番困ったと異口同音

に言っておられた。又ピーク時には１，４００名ほどの避難者がおられたとの事であったが、

どうして生活していたのか想像が付かない。 

 

次に、織笠（オリカサ）小学校にある

避難所に行った 

入浴施設が建物内に有り、入り口に 

「北海道森の湯」と書かれていた。 
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織笠小学校に行く途中にあった過去にここまで津波が

来たと言う石碑 

ここから少し下まで津波が押し寄せていた 

先人たちの残してくれた教訓を生かすことが出来なか

った。 

 

 

 

 

 

 

 

午前１１時 豊根間第２仮設団地､左右に３０棟、２０棟と分かれていて、中央に集会場が設

置されていた。 

午後１時  千徳地区体育館（遺体安置所）警察の管理、許可無く中には入れない。 

午後２時  山田第４仮設団地、７０棟の住宅が建設されていた。 

 

平成２３年７月１８日(月） 

午前８時３０分 山田町ボランティアセンター出発 

途中、遠野市にある静岡県のボランティアの拠点「遠野まごころ寮」に立ち寄り、 

帰途につく 

午後９時 無事フィランセに到着 解散 

 

（７） ボランティアを終えて 

我々が山田町にボランティア活動に入ったのは震災後４ヵ月後で有ったが､まだまだ復

興は進んでいないというのが実感だった。田の浜地区の瓦礫をかたづけているとき、隣の

土地の持ち主の方が見え、うちのも片付けてほしいと言ってきた。そう言ったところからも

復興の遅れが感じられた。又、我々は知らされていたが、決められた所しか片付けが出来

ないという様な事が住民に伝わってないという感じを受けた。その方には事情を説明して納

得して頂いたが何となく申し訳ないと言う感じだった。混乱の中、何もかもパーフェクトとは

行かないだろうが被災者への情報提供は一番重要な事だけに如何に漏れの無いよう伝え

て行くかを考えなくては成らないと感じた。 

我々が山田町に入った時は震災後、４ヵ月経過しており通信インフラは復旧していたの

でアマチュア無線を使ってのやり取りは目にすることは無かったが､東日本はもとより､阪神、

新潟の時も、情報収集の手段として不可欠だったわけで、もし災害発生となれば重要な通

信手段として必要とされる事は明らかである。その為にも我々富士市アマチュア無線非常

通信協力会としては会員各位にその重要性を知らしめ、協力体制をより強固のものにして

いく必要が有ると感じた。 
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４ 非常通信協力会２０年間の活動記録 

理事 JR2PMQ 斎藤信泰  

平成 8 年度（1996 年度）              

 

『岳南朝日』１９９６年（平成８年）１０月２９日 

 

設立総会会場 

ラホール富士 

平成８年１０月２６日（土） 

１９：００ 

 

設立時役員 

顧問 富士市長 鈴木清見 

〃  富士県行政センター所長 

           多々良元 

 〃  富士警察署長 

           大野房男 

相談役 JA2NQ  本原延男 

〃   JA2PY  伊東辰巳 

会長   JA2APN 高澤勝彦 

副会長 JR2IIC 西村密雄 

〃   JF2UAQ 田中隆徳 

理事   JA2GDK 中村増美 

〃    JA2QYN 菅谷守孝 

〃    JG2PKM 鈴木 勝 

〃    JH2KYI 佐野年充 

〃    JG2ODA 望月 進 

〃    JL2EKQ 大貫貴則 

会計   JA2FWV 牧野 勲 

〃    JI2WLK 八ツ木正信 

監事   JA2CNT 新村勝彦 

〃    JH2GNL 鈴木孝治 

 

会員数 １８３名 
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平成９年度（1997 年度） 

 
屋外訓練及び親睦会 

（レピータ使用方法の説明中） 

 

 

富士市総合防災訓練に参加中 

（原田小） 

 

 
地域防災訓練参加中 

（市役所駐車場） 

本年度から協力会としての本格的な活動を開始しまし

た。 

 

【５月２４日】 

平成９年度総会（市役所１０階） 

研修会では市防災対策課参事補・防災士 浅井氏の

「防災講座」で勉強しました。 

 

【８月 ３日】 

屋外訓練及び親睦会（富士川河川敷） 

・レピータの使用説明。 

・移動用アンテナの設置（デモ）。 

・バーベキューで腹を満たし、親睦を深めました。 

 

【９月 １日】 

富士市総合防災訓練に参加 （原田小） 

・初めて市の会場型総合防災訓練参加。 

・レピータ２波 １４４MHｚ１波、４３０ＭＨｚ １波にて運

用訓練。 

 

【１２月 ７日】 

地域防災訓練に参加（市役所駐車場） 

見学者は車に準備された 144/430 のアンテナなどの

装置にびっくり。 

「このアンテナでは遠くまで届くだろう」「遠距離通信

は、むこうは長い１本線のアンテナ（ＤＰのこと）です

よ。」と説明。 

・途中であがりましたが、雨の中での訓練でした。 

 

☆トピックス 

平成９年２月２４日 ゲストオペレータ制度導入 

平成９年４月 １日 旧コールサイン再取得制度開始 
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平成１０年度（1998 年度） 

 

屋外訓練及び親睦会  

（富士川河川敷） 

 

 

富士市総合防災訓練参加中  

（米の宮公園） 

 

 
地域防災訓練参加中  

（富士川河川敷）  

    

【５月２３日】 

平成１０年度総会（市役所１０階）  

・研修会では、県防災情報研究所 藤原氏の東海地

震の講話。 

 

【８月 ２日】 

屋外訓練及び親睦会（富士川河川敷）  

・移動用装置の設置（デモ）。 

・ＳＳＴＶのデモを初めて行う。 

・親睦はバーベキューで！ 

・静岡第一テレビ「リポーターズクラブ員」 の取材を

受け、ＴＶにて放映された。 

 

【９月 １日】 

富士市総合防災訓練に参加 （米の宮公園）  

・レピータ２波 １４４ＭＨｚ／４３０ＭＨｚ 各１波にて運

用訓練。 

・ＳＳＴＶによる画像通信を防災訓練に取り入れる。 

・画像通信を行っていることが報道に伝わり、「機器は

どれ？」と取材を受けたが記事にならず！ 

 

【１２月 ６日】 

地域防災訓練に参加（富士川河川敷）  

・会員の技術研修を兼ねＳＳＴＶのデモ運用。 

（富士市比奈、市役所、田方郡函南町との交信） 

 

【１月１５日】 

富士市災害ボランティア連絡会発足 

（８団体にて発足） 

・発災時に活躍を期待できる市内の団体が連帯を取

るために連絡会を結成。 
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平成１１年度（1999 年度） 

 

 
地域防災訓練に参加 

（社会福祉センター 東部プラザ） 

 
地域防災訓練に参加 

（社会福祉センター 東部プラザ） 

 

【５月２２日】 

平成１１年度総会（市役所１０階） 

・研修会では、市消防救急隊員から救急の場合の対

応、１１９番について教わりました。 

【８月 １日】 

屋外訓練及び親睦会（富士川河川敷） 

・親睦会はいつものバーベキュー。 

・前年に続きモービル移動運用、ＳＳＴＶ、パケット通信

のデモ。 

・ＡＴＶ機器を用いて動画のデモを！ 

【９月 １日】 

静岡県総合防災訓練富士会場に参加（富士海岸） 

・運用はいつもの、レピータ ２波 １４４ＭＨz／４３０Ｍ

Ｈz 以外に会場内で、ＡＴＶ、ＳＳＴＶを運用。 

・静岡県メイン会場なのでＨＦ（７ＭＨz）を 使用し、ＪＡ

ＲＬ本部局県外局とも交信。 

・４３０ＭＨz はビッグアンテナを使用し、横浜市の訓練

会場と交信！ 

【１０月２０日】 

防災船「希望」に乗船し防災通信訓練 

・船のスピードが速すぎ（７５km／h）高速運航時はデ

ッキに出れず。（低速運航になっても風切り音で交信

が大変だった） 

【１１月１４日】 

消防まつりで公開運用とパソコンでイベントに参加し、

会をＰＲ 

【１２月 ５日】 

地域防災訓練に参加（東部プラザ） 

電波伝搬状況を確認するため、翌年の防災訓練の行

われる地区に移動し、地区の伝搬の特徴を調べる 

・１２月の運用はモービル運用等、設置の簡易化も検

討課題。 

（一般周波数のアンテナは仮設ＧＰ、レピータは完全

モービル運用） 
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平成１２年度（2000 年度） 

   

 

８Ｊ２０００記念局協力運用 

（富士市総合グランド） 

 

地域防災訓練に参加 

 

橋仮設・渡河訓練ＳＳＴＶ画像(富士川) 

 

消防防災庁舎・落成記念 

【５月２１日】 

平成１２年度総会（市役所１０階） 

研修会は日本気象協会 久納敏夫氏の「気象と無

線」 

【７月１３日～７月１６日】 

8J2OOO 運用；全国高校文化祭記念局を協力運用 

・持ち回りで運用。（写真は総合グランド） 

交信局数：１９３８ 

【８月 ６日】 

屋外訓練及び親睦会（富士川河川敷） 

【９月 １日】 

富士市総合防災訓練(須津小学校)に参加 

・本格的な雨の中で防災訓練：災害に天気は無関係

です。 

【１１月 ９日】 

県防災船「希望」に乗船しての通信訓練（田子の浦

港） 

【１１月１２日】 

消防まつりに参加 

【１２月 ３日】 

地域防災訓練に参加：本部を今泉小学校に設置 

・新聞記事はＡＴＶについて各社ＰＲしてくれた。 

・富士川では自衛隊による橋の仮設訓練が行われＳ

ＳＴＶ部隊が現地から富士市本部へ画像を送信（自

衛隊が特等席を提供してくれた。） 

【１２月２３日】 

画像通信訓練実施 

県防災船｢希望｣船上 ⇔ 清水港 にてＳＳＴＶ通信訓

練 

・４３０ＭＨｚ・ＦＭを使用し、船はＧＰ、港は屋上に１５

エレ×２八木で船を追従。 

【１月１６日】 

災害ボランティア連絡会主催の「講演会」参加。  

・富士常葉大学・環境防災学部 重川助教授 講演 

「自らの命は自ら守る」。 

 【３月】 

消防防災庁舎落成 

・ＳＳＴＶ、ＡＴＶデモ実施 
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平成１３年度（2001 年度） 

 

富士市総合防災訓練参加中 

（吉原二中） 

 

 

消防まつり 

アマ無線非常通信協力会ブース 

 

 

地域防災訓練（岩松中） 

ＡＴＶ送信中 

 

【５月２０日】 

平成１３年度総会（消防防災庁舎７階） 

・研修会では会員講師により「非常通信の規定、レピ

ータ、ＳＳＴＶ、ＡＴＶ」について研修した。 

【７月１０日～１５日】 

元吉原水難事故に災害ボランティア連絡会として捜

査活動に協力 

【８月 ５日】 

屋外訓練及び親睦会（富士川河川敷） 

・衛星通信デモを行い、１４４ＭＨｚ（ＵＰ）ＧＰ、４３０Ｍ

Ｈｚ（ＤＯＷＮ）手持ち八木で交信成立し、衛星通信の

身近さを体験した。 

【９月 １日】 

富士市総合防災訓練に参加（吉原二中） 

・ＡＴＶは校舎の屋上から送信し、防災対策本部の大

型スクリーンでモニタした。 

・ＳＳＴＶはハンディートランシーバ＋内蔵ホイップで

訓練現場から送信。 

【１１月１０日～１１日】 

富士常葉大学学園祭で東海道４００周年祭ＳＳＴＶ運

用 

【１１月１１日】 

消防まつりで移動公開運用(SSTV) 

・富士常葉大学祭と SSTV で交信。 

【１１月１４日】 

防災訓練参加：防災船体験乗船訓練 

田子浦港 ⇔ 船 間ＳＳＴＶ画像通信訓練 

・訓練乗船体験者にＳＳＴＶをＰＲするための運用 

【１１月２３日】 

画像通信実験を県防災船「希望」⇔清水港間で実施 

・下田市⇔清水市を画像で結べないか！と、７MHz で

挑戦したがアンテナ調整不良で失敗。 

【１２月 ２日】 

地域防災訓練に参加（本部を岩松中に設置） 

・ＡＴＶで初めて市役所と現地との相互通信を行った。 

【 ２月 ８日】富士市フィランセを常置場所とする富

士市災害ボランティアハムクラブ JI2ZQH が免許され

る。 
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平成１４年度（2002 年度） 

 

 富士市総合防災訓練 

(雁がね運動公園) 

 

 富士市総合防災訓練参加中 

（足場上からＡＴＶ送信中） 

 

災害ボランティア見本市参加 

 

災害ボランティア支援本部 

 

【５月１９日】 

平成１４年度総会 

「富士市において想定される大規模災害」 

講師：富士市防災対策課 主査 

    兼 静岡県防災士 片田 等氏 

【７月 ６日】 

津波避難訓練参加 

・津波防止用水門からはＳＳＴＶで湾内の訓練の様

子はＡＴＶで情報伝達。 

【８月 ４日】 

屋外訓練及び親睦会（富士川河川敷） 

【８月 ６日～７日】 

アマチュア無線初心者運用講習会実施 

（フィランセ） 

高澤会長が講師となり、免許取得者を対象に運用

講習会を実施しました。 

【９月 １日】 

富士市総合防災訓練に参加(雁がね運動公園) 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を行う。 

・周囲に高い建物が無いため、ＡＴＶ班は足場やぐら

の上から悪戦苦闘。 

【１１月１０日】 

消防まつり参加 

【１２月 １日】 

地域防災訓練に参加 

・鷹岡中学校を借用してアマ無線だけの訓練を実

施。【雨の中でも頑張りました】 

【１月１９日】 

災害ボランティア見本市に参加 

・内閣府主催の見本市、ﾘｰﾆｭｰｱﾙされた静岡県地

震防災センターを会場として開催 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

【１月２６日】 

災害ボランティア支援本部開設訓練に参加          

（フィランセ内） 
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平成１５年度（2003 年度） 

 

テントから非常通信訓練実施中 

 

富士常葉大学会場でのシャック 

 

今泉小現地本部 

 

今泉小屋上からＡＴＶ通信 

 

【５月１８日】 

平成１５年度総会 

富士市消防庁舎 ７階大会議室にて開催。 

総会終了後、「ＳＳＴＶ運用について」会員の新村勝

彦氏(JA2CNT)、小林政毅氏(JR2TZJ)、芦塚 眞氏

(JL2GSN)により講話がありました。 

【８月 ３日】 

屋外通信訓練及び親睦会（富士川河川敷) 

【９月 １日】 

富士市総合防災訓練に参加(市立鷹岡中学校) 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を実施。 

・中学校の校舎屋上から、ＡＴＶ班は撮影＆データ送

信を実施しました。 

【９月１３日～１６日】 

Ｎｅｗわかふじ国体広報支援で、８Ｊ２ＮＷＫ／２を運

用 

ＪＪ２ＴＦＦ、ＪＯ２ＰＭＷ他各局のご尽力で期間中、総

ＱＳＯ数は、２７８２局と当初の予想を大きく超える数

字でした。 

【１１月 ９日】 

消防まつり参加 

【１１月２０日】 

富士市災害ボランティア連絡会視察研修 

視察場所 

①厚木市 ぼうさいの丘公園 

②駿東郡小山町 陸上自衛隊富士学校 

  参加者 ２０名 

【１２月 ７日】 

富士市地域防災訓練参加 

・会場は今泉小と吉原小で実施されました。 

【 ２月 １日】 

災害ボランティア支援本部開設訓練参加 

・支援本部をﾌｨﾗﾝｾ内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾙｰﾑ、現地支部を市

内２筒所の社会福祉センターに開設。 
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平成１６年度（2004 年度） 

 

小千谷市ボランティア本部受付 

 

アマチュア無線本部 

 

支援物資受渡し訓練 

 

屋外でＳＳＴＶ画像受信中 

【４月２３日】 

平成１６年度総会 

・富士市フィランセ（ボランティアルーム）にて開催。総

会終了後、「東海地震に関する情報体系の変更、富

士市防災マップついて」富士市役所総務部防災対策

課 主事 石井俊勝様が講話。 

【４月２５日】 

「あっぱれ富士」に協力 

【８月１日】 

屋外通信訓練及び親睦会（富士市大渕) 

・屋外通信訓練とバーベキューを実施しました。 

【８月２９日】 

富士市総合防災訓練 

・参加予定でしたが、台風の接近で残念ながら訓練

は中止となりました。 

【１１月１４日】 

消防まつり参加 

・活動内容は、アマ無線協力会活動写真展示、SSTV

デモ運用、写真入カレンダーの作成と 東海総合通

信局協力による不法電波撲滅キャンペーンを実施し

ました。 

【１１月１９日～２１日】 

新潟県中越地震後のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動参加 

・キノコセンターでは、防塵マスクをしての慣れない作

業で手間取りましたが、被災地への援助になれば

と、参加者は一生懸命に作業に取り組んでいまし

た。 

【１２月５日】 

地域防災訓練に参加 

・富士市立吉原小学校を訓練会場として、地域防災

訓練が実施されました。 

【１月２３日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、

訓練が開始されました。 

・ＳＳＴＶによる情報収集を行いました。 
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平成１７年度（2005 年度） 

 

湖西市での交流会 

 

アマチュア無線運用のテント 

 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部 

 

 

NTT 伝言ﾀﾞｲｱﾙ 171 体験(JA2CNT) 

【４月１５日】 

平成１７年度総会 

・富士市フィランセ（ボランティアルーム）にて開催。 

【４月２４日】 

「あっぱれ富士」に協力 

【６月９日】 

「湖西市災害ボランティアと富士市災害ボランティア

連絡会との交流会に参加」 

・湖西市民会館で両団体の会員をはじめ、両市の職

員ら、湖西側から１４人、富士市側から２１人が出席

して行われました。 

【８月２８日】 

富士市防災訓練に参加（市立元吉原小学校） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を実施。 

【１２月４日】 

富士市地域防災訓練に参加（市立広見小学校） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ 消防防災庁

舎間の情報伝達を実施。 

【１月２２日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、

訓練が開始されました。 

・アマチュア無線本部は同本部横に設置し、本部から

の指示を各支部への連絡や、各支部からの情報を災

害ボランティア支援本部に報告する訓練に参加しまし

た。 

・県行政センター駐車場では、起震車で地震の揺れ

を体験する機会に恵まれ、多数の参加者が経験して

いました。同センター駐車場ではその他、発電機の始

動訓練、テントの設営訓練等、多数の訓練が実施さ

れていました 

・ＳＳＴＶによる情報収集を行いました。 
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平成１８年度（2006 年度） 

 

広見小のアマチュア無線本部 

 

 

校舎屋上からＡＴＶカメラ撮影 

 

メンバー自作の 1.2GHz ＡＮＴ 

 

アマチュア無線本部 

【４月１３日】 

平成１８年度総会 

・総会終了後、高澤会長による「地震・災害発生時行

動マニュアル」の講演がプロジェクタを使って行われ

ました。 

【９月３日】 

富士市防災訓練に参加（市立広見小学校） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を実施。 

・ＳＳＴＶ画像通信も実施。 

【１２月３日】 

富士市地域防災訓練に参加（市立吉原北中学） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ 消防防災庁

舎間の情報伝達を実施。 

・他に市内に点在する公民館に開設したアマチュア

無線局と交信しました。 

【１月２８日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、

訓練が開始されました。 

・アマチュア無線本部は同本部横に設置し、本部から

の指示を各支部への連絡や、各支部からの情報を

災害ボランティア支援本部に報告する訓練に参加し

ました。 

・県行政センター駐車場では、起震車で地震の揺れ

を体験する機会に恵まれ、多数の参加者が経験して

いました。同センター駐車場ではその他、発電機の

始動訓練、テントの設営訓練等、多数の訓練が実施

されていました 

・ＳＳＴＶによる情報収集を行いました 

・フィランセ会場では、炊き出しがあり、寒い訓練中に

豚汁が温かかった！ 

・ 

 



 

24 

 

平成１９年度（2007 年度） 

 

佐野智恵子さんによる講演 

 

ｱﾏﾁｭｱ無線非常通信協力会本部 

 

 

ATV 送信中 

 

第二東名にﾍﾘｺﾌﾟﾀｰが来ました 

【４月２６日】 

平成１９年度総会 

・富士市フィランセ（ボランティアルーム）にて開催。 

・総会終了後、Radio-f(富士コミュニティＦＭ)防災担当 

佐野智恵子さんによる「ラジオエフと災害時の役割に

ついて」の講演が行われました。 

【８月５日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・富士市大渕で屋外通信訓練及び親睦会を開催しま

した。 

【９月２日】 

富士市防災訓練に参加（市立吉原北中） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を実施。 

・ATV 映像、ＳＳＴＶ画像通信も実施。 

・ヘリコプターが飛来して、工事中の第二東名へ着陸

しての救助訓練を行いました。 

・コミュニティ FM 局 Ｒａｄｉｏ－ｆが会場に特設スタジオ

を開設しました。ナビゲータさんが会場内を移動しな

がらインタビューをしている様子が８４．４ＭＨｚでオン

エアーされました。 

【１月２７日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、

訓練が開始されました。 

・アマチュア無線本部は同本部横に設置し、本部から

の指示を各支部への連絡や、各支部からの情報を災

害ボランティア支援本部に報告する訓練に参加しまし

た。 

・ＳＳＴＶによる情報収集を行いました 

・フィランセ会場では、炊き出しがあり、寒い訓練中に

豚汁が温かかった！ 

・Ｈ２０年１１月に富士川町が富士市に合併しますが、

富士川町からも参加がありました。また、富士見高校

からも２名（男女各１名）が参加しました。 
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平成２０年度（2008 年度） 

 

７ＭＨｚ ＳＳＢで交信中 

 

校舎屋上で１４４ＭＨｚにて交信中 

 

フィランセでのボランティア受付風景 

 

増進ホールのアマチュア無線本部 

【４月２４日】 

平成２０年度総会 

・富士市フィランセ（ボランティアルーム）にて開催。 

・総会終了後、富士市防災危機管理課主幹笠井洋一

郎様による「全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）の

運用について」の講演が行われました。静岡県内で

は初めての運用との事です。 

【８月３日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・庵原郡富士川町の野田山健康緑地公園で屋外通

信訓練及び親睦会を開催しました。 

ＨＦの運用はＪＪ２ＴＦＦ入海さんが、無線機、アンテ

ナ、発電機を用意しての運用となりました。 

【８月３１日】 

富士市防災訓練に参加（市立田子の浦小） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を実施。 

・ATV 映像、ＳＳＴＶ画像通信も実施。 

・ヘリコプターが飛来して校舎屋上で救助訓練を行い

ました。 

【１２月７日】 

地域防災訓練に参加 

・富士市立吉永第一小学校(主会場)に開催されまし

た。今回はミニ会場型訓練であり現地本部にテントを

設営し運用しました。 

【１月２５日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、

訓練が開始されました。 

・アマチュア無線本部は同本部横に設置し、本部から

の指示を各支部への連絡や、各支部からの情報を災

害ボランティア支援本部に報告する訓練に参加しまし

た。 

・ＳＳＴＶによる情報収集を行いました 

・Ｈ２０年１１月、庵原郡富士川町が富士市に合併しま

したが、初めて旧富士川町からも無線による訓練を

実施しました。 
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平成２１年度（2009 年度） 

 

SSTV 講演は盛況に行われました 

 

会員による移動用特製セット 

八木ｱﾝﾃﾅ、BATT 等を背負う 

 

会員特製の移動局 

 

【４月２４日】 

平成２１年度総会 

・富士市フィランセ（ボランティアルーム）にて開催。 

・総会終了後、ＪＡ２ＢＷＨ杉澤さんによる、ＳＳＴＶ講

習（パソコンによる受信実験）が行われました。 

【８月９日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・富士市の野田山健康緑地公園で屋外通信訓練及

び親睦会を開催しました。 

【８月３０日】 

富士市防災訓練に参加（市立吉原商業高） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ フィランセ 

⇔ 市役所間の情報伝達を実施。 

【１１月１５日】 

消防まつり参加 

・活動内容は、アマ無線協力会活動写真展示、SSTV

デモ運用、写真入カレンダーの作成と 東海総合通信

局協力による不法電波撲滅キャンペーンを実施しまし

た。 

・東海総合通信局からは、デンパ君が訪問して、子供

たちの人気の的でした！ 

【１２月６日】 

地域防災訓練に参加 

・富士市立富士第二小学校で参加しました。 

・この会場は、グラウンド北側に校舎があり、移動ＳＳ

ＴＶ局のグラウンドから市役所本部までの電波伝播が

難しいかもしれないとの前予想がありましたが、会員

特製のハンディタイプの３エレ八木を使い電波伝搬に

は問題ありませんでした。 

【１月２４日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、

訓練が開始されました。 

・今回から簡易無線（固定用無線機１台、移動用ハン

ディ機２台）を訓練に使用しました。普段アナログ通信

に精通してる会員達が、デジタル通信を初めて経験し

ました。 
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平成２２年度（2010 年度） 

 

野田山現地設営の 7MHzANT です 

 
レピータによる運用 

 

市役所に向けた 1200MHz ｱﾝﾃﾅ 

 

わた菓子販売が好調でした 

【４月２３日】 

平成２２年度総会 

・富士市フィランセにて開催。 

・会長は今年度から、ＪＲ２ＩＩＣ西村さんが就任しまし

た。講習では、ＡＰＲＳ、ＥｃｈｏＬｉｎｋ実演による説明が

行われました。 

【８月１日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・富士市の野田山健康緑地公園で屋外通信訓練及

び親睦会を開催しました。（昨年と同様の会場） 

【８月２９日】 

富士市総合防災訓練に参加（富士市立富士第二小

学校） 

【１１月１４日】 

消防まつり参加 

・活動内容は、アマ無線協力会活動写真展示、SSTV

デモ運用、写真入カレンダーの作成と 東海総合通信

局協力による不法電波撲滅キャンペーンを実施しま

した。 

【１２月５日】 

地域防災訓練に参加 

・富士市立富士川第一中学校で参加しました。 

・この会場は、富士市役所方面へ障害物がなく、移動

ＳＳＴＶ局のグラウンドから市役所本部までの電波伝

播には全く問題がありませんでした。 

・校舎東側非常階段の踊り場でＡＴＶを開局しました。 

・グラウンド内の移動ＳＳＴＶ運用も校舎が電波伝搬に

影響を与えるような位置に移動しましたが、市役所へ

は良好に画像が届いているレポートを貰いました。 

・ＳＳＴＶは今回初めて参加した方にも運用をお願い

し、ＳＳＴＶの運用を経験して頂きました。 
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平成２３年度（2011 年度） 

 

東日本大震災支援活動報告 

 

富士市長 鈴木尚氏挨拶 

 

アマ無線非常通信協力会のテント 

 

校舎屋上からＡＴＶ運用中の西村会長 

【４月２７日】 

平成２３年度総会 

・富士市フィランセにて開催。 

・新村監事よりアマチュア無線に関するトピックスの紹

介がありました。 

 １）ＪＪＹ福島標準電波停波 

 ２）ＪＡ１ＲＬ等非常通信への妨害電波 

・総会終了後、ＪＡ２ＡＰＮ高澤相談役による非常通信

についての講演と富士市防災危機管理課 太田様に

よる、東日本大震災 支援活動報告として、岩手県大

槌町の状況と支援活動内容が現地の画像入り報告書

で紹介されました。 

・高澤相談役による講演は電波法から見た非常通信を

改めて再認識する事ができて、とても参考になりまし

た。また、当会発足時の貴重なエピソードも聞くことが

できました。 

・太田様の報告と現地画像の状況から被災状況の深

刻さを改めて痛感しました。 

【７月１５日～１８日】 

・岩手県下閉伊郡山田町被災地支援活動に協力 

【８月２８日】 

富士市総合防災訓練に参加 

（富士市立富士川第一中学校） 

・富士市災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡会として参加 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ 市役所間の情

報伝達を実施。 

・ATV 映像、ＳＳＴＶ画像通信も実施。 

・ＳＳＴＶをまちづくりセンターから運用する方もいまし

た。 

・市内各まちづくりセンターへ協力会より出向き、常設

設備の動作テストを兼ねた運用を行った。 

・今年も昨年同様に猛暑の中、水分補給をしながらの

訓練参加となりました！ 

【１１月１８日】 

当協力会の設立１５周年記念式典・懇親会が市内蓼

原の東芝クラブ「朝霧の間」で開かれました。 
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平成２４年度（2012 年度） 

 
総会後に行われた防災講座 

 

 
富士見台における移動運用訓練 

 

 

消防まつりでのテレビカメラ取材 

 

【４月２０日】 

平成２４年度総会 

・富士市フィランセにて開催 

・役員改選を行い、原案どおり承認を頂きました。 

・総会終了後、富士市役所総務部防災危機管理課 

上席主事 佐野様から、「東日本大震災後の富士市の

防災体制について」の特別講演をして頂きました。 

【８月１９日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・富士市富士見台で屋外通信訓練及び親睦会を開催

しました。 

・７ＭＨｚの運用は JA2FJF 浅井さん、５０ＭＨｚの運用

はＪＪ２ＴＦＦ入海さんが、発電機を用意しての運用とな

りました。 

・５０ＭＨｚでは、ＧＷ＋スキャッター伝搬で遠方とＱＳＯ

が出来ました。三重県方面にアンテナを向けると、

JA2IGY Beacon が 599+で強力に入感していました。季

節柄、富士山山頂からの移動運用局とのＱＳＯも出来

ました。 

【８月２６日】 

富士市総合防災訓練に参加 

（富士市立青葉台小学校） 

アマ無線非常通信協力会は、現地 ⇔ 市役所間の情

報伝達を実施。 

・ATV 映像、ＳＳＴＶ画像通信も実施。 

JP2YEU レピータ：439.92MHz を利用して常設設備の動

作テストを兼ねた運用を行いました。 

・災害ボランティア連絡会では、特小無線機を訓練に

参加した小中学生に貸与し、会場内で無線機による情

報収集の体験を実施しました。 

【１１月１１日】 

消防まつり参加 

・富士市役所北側駐車場を会場にして毎年実施されて

いる消防まつりにアマ無線非常通信協力会として参加

しました。 

公開運用のほか、恒例の綿菓子の販売を行いました。 
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平成２５年度（2013 年度） 

 

総会での役員改選 

 

 

消防まつりで活躍したＤＥＮＰＡ君 

 

 

軽トラックに乗せた発電機 

 

【４月２４日】 

平成２５年度総会 

・富士市フィランセにて開催 

・今年度の総合司会は(JQ2KPP)高柳会計が勤め、

議案は、全て承認されました。 

・ 新村監事(JA2CNT)による無線機器のスプリアス規

格変更についての説明がありました。 

・総会終了後、富士市防災危機管理課 上席主事 

佐野様から、「富士山噴火について」の講演をして頂

きました。 

【８月１８日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・今年も昨年同様の富士市富士見台で屋外通信訓練

と親睦会を開催しました。 

ＨＦ帯と４３０ＭＨｚで移動運用を行いました。 

・猛暑の中、２２名が参加してくれました。 

【１１月１０日】 

消防まつり参加 

・富士市役所北側駐車場を会場にして毎年実施されて

いる消防まつりにアマ無線非常通信協力会として参加

しました。 

会場では恒例の綿菓子、ポップコーンを販売しました。

【１月２６日】 

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、訓

練が開始されました。 

・アマチュア無線本部は同本部横に設置し、本部から

の富士川各支部への連絡や情報を災害ボランティア

支援本部に報告する訓練に参加しました。 

・ＳＳＴＶによる情報収集を行いました 

・今回も市内の高校から多数の高校生が訓練に参加

してもらいました。 

・当日はフィランセと災害ボランティア現地支援支部

（富士川支部）にも無線局を設置して、音声、ＳＳＴＶ通

信を行いました。 

・au 様よりモバイルルータを無償で貸与して頂き、イン

ターネットを利用した情報収集を行いました 
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平成２６年度（2014 年度） 

 
総会受付時の状況 

 

富士市の防災対策計画を学ぶ 

 
富士市長による開会のあいさつ 

 

 

ふじ Bousai2014 

【４月２４日】 

平成２６年度総会 

富士市フィランセにて開催 

開会、会長の挨拶、来賓の紹介に続き、議事に入りま

した。 

・今年度も総合司会は高柳会計が勤めました

(JQ2KPP) 

・本年度は役員改選ですが、新たな２名の役員を含

め、皆さんのご承認を頂きました。 

・議事提案を行い、無事全て承認されました。 

・総会終了後の講演会では富士市防災危機管理課 

主査 佐野様による「平成２５年度富士市防災対策報

告及び平成２６年度防災対策計画」についてお話を頂

きました。 

【８月１７日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

富士市の野田山健康緑地公園で屋外通信訓練及び

親睦会を開催しました。 

【１１月８日】 

ふじさんめっせで開催された富士市主催の「ふじＢｏｕｓ

ａｉ2014」に参加しました。 

【１１月９日】 

消防まつり参加 

・富士市役所北側駐車場で開催された、消防まつりに

ブースを出店してアマチュア無線を広報しました。 
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平成２７年度（2015 年度） 

 

 

富士見台でのアンテナ設置 

 

災害ボランティア支援本部無線担当 

 

ＡＰＲＳコーナー 

 

富士川支部からのＳＳＴＶ画像 

【４月２４日】 

平成２７年度総会 

・富士市フィランセにて開催 

・今年度も総合司会は高柳会計が勤めました 

・議事提案を行い、無事全て承認されました。 

総会終了後の講演会では富士市防災危機管理課 勝

亦様による「平成２６年度富士市防災対策及び平成２

７年度防災対策計画」についてお話を頂きました。 

【８月２日】 

屋外通信訓練及び親睦会 

・富士市の今宮ふれあい公園で屋外通信訓練及び親

睦会を開催しました。 

【１１月１４日】 

ふじさんめっせで開催された富士市主催の「ふじＢｏｕｓ

ａｉ2015」に参加しました。 

・会場内ではＳＳＴＶによるデモと説明、当会の活動に

ついて説明を実施しました。 

【１１月１５日】 

富士市消防祭りに参加 

・富士市役所北側駐車場で開催された富士市主催の

消防祭りに参加しました。 

・アマチュア無線デモや恒例のポップコーン販売を実

施しました。 

【１月３０日、３１日】 

災害ボランティア支援本部開設訓練に参加 

・フィランセに災害ボランティア支援本部を設置して、訓

練が開始されました。 

・アマチュア無線では、本部と富士川支部との連絡や

報告を行う訓練を行いました。 

・会場内を移動してＳＳＴＶによる情報収集を行いまし

た。 

・アマチュア無線の新しい試みとして、ＡＰＲＳによる移

動局の位置情報をインターネット経由でパソコンに接

続されたディスプレイで表示しました。 

・インターネットを活用して携帯電話、スマホから画像

データを専用サイトへ送信すると掲示板で表示される

取り組みも行いました。 



 

33 

 

平成２８年度（2016 年度） 

 

富士市政５０周年記念局ＱＳＬカード 

 

市庁舎東側広場での記念局運用 

 
富士ハイツ跡地での記念局運用 

 

みなと公園での記念局運用 

  

【４月２６日】 

平成２８年度総会 

講演会は、防災危機管理課の勝亦様により、富士市

の防災対策（静岡県地震第 4 次被害想定）について、

お話を伺いました。 

【４月２９日】から【１１月３０日】まで 

富士市政５０周年記念局「８Ｊ２ＦＵＪＩ」を運用 

市庁舎東側広場、富士ハイツ跡地、富士川楽座東側

駐車場、みなと公園、富士市役所屋上、今宮ふれあい

公園その他にて移動運用を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所屋上での記念局運用 

 

今宮ふれあい公園での記念局運用 
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